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はじめに
　ふれあい体験室は、ハンズオン展示を通して、“お
きなわ”との「ふれあい空間」創りをめざす部屋となっ
ている。この部屋は、常設展示としての総合展示部門・
各分野展示部門と補完しあい、また、体験学習プロ
グラムと連携し、効果的に運用できる機能を併せ持っ
ている。県内の児童生徒をはじめ観光客が来館し、
ハンズオン展示を活用し、沖縄の自然・歴史・文化を
身近に感じる上で有効である。
　しかし、近年増加傾向にある外国人観光客への対
応やユニバーサルデザインへの取組み、多様化する
ニーズへの対応等が課題となってきた。
　そこで、これら課題の改善を目指し、ふれあい体
験室の機能強化として、外国人観光客への対応策、
ユニバーサルデザインの取り入れ、及び新たなキット
開発・製作の取組みを行うこととした。
　ふれあい体験室機能強化は、平成 26 年度から平
成 27 年度博物館・美術館魅力アップ事業の一環とし
て取り組みを行った。
　本事業を効率的・効果的に実施するにあたり企画
提案を公募し、プロポーザル方式で業者選定を行っ
た。
　ここでは、平成 26 年度から 27 年度におけるふれ
あい体験室機能強化の取り組みを紹介したい。

１　ふれあい体験室の概要
　（１）設置の経緯
　沖縄県立博物館は、平成 19 年（2007 年）首里か
らおもろまちへの移転を機に、美術館を併置し名称
を沖縄県立博物館・美術館として開館した。旧館時
代にはなかったふれあい体験室（ハンズオン展示室）

は、新館における教育普及活動の充実を期して新設
された。
　設置場所として、博物館常設展示室の正面に置か
れた。常設展示室正面に設置された理由として、教
育普及活動の充実が今後の博物館運営のなかで大き
な意味をもつとの考えによる。
　部屋のコンセプトとして、交流の場となるようにする
こと、総合展示部門・部門展示とリンクしたハンズオ
ン資料を展示すること、来室者の発見・感動の場とな
るようにすることが取り組まれた。新館展示実施設計
を進めるなかで、名称がふれあい体験室とつけられ
た（與那嶺，2008）。
　ハンズオン展示施設の設置は、県内で初の試みで
あった。

　（２）体験キットについて
　体験キットとは、ふれあい体験室に設置するハンズ
オン展示資料を指している。
　新設のふれあい体験室に設置するハンズオン展示
資料は、自然史、人類学、考古、美術工芸、歴史、
民俗の 6 分野に係わるもので、博物館資料をふれあ
うことを通して、より身近に感じてもらう主旨のもと、
製作がすすめられた（園原，2008）。
　ハンズオン展示資料製作は、各分野担当学芸員の
監修により、実物資料、製作物体験キットとして製作
された。
　体験キット（ハンズオン展示資料）製作について
は、沖縄県立芸術大学と博物館とのコラボレーショ
ンにより製作された体験キット 6 件がある（與那嶺，
2008）。
　また、担当学芸員が各分野の第一人者の方々をは
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じめ、県民への参加を呼びかけるなど、参加型のキッ
ト製作が取組まれた。
　ふれあい体験室の設置に向け、ハンズオン展示資
料として、27 件の体験キットが創られた。

２　ふれあい体験室の課題
　ふれあい体験室は、施設として、ハード面における
バリアフリーは整っているが、ユニバーサルデザイン
における対応が不十分である。年々増加傾向にある
外国人観光客への対応や多様化するニーズへの対応
もあわせ改善すべき点がいくつかあげられる。
　以下にふれあい体験室における課題点をあげる。
（１）ふれあい体験室は、設置場所として、博物館

常設展示室の正面に置かれているが、ガラス
張りの部屋で一見すると何のための部屋であ
るかがわかりにくい。

（２）外国語表記がないため国外からの来館者が
認知しにくい。

（３）無料の施設であることがわかりにくい。
（４）ハンズオン展示資料としての体験キットの解説

シートに、点字表記用がない。
（５）体験キット（ハンズオン展示資料）のアウトリー

チ用としての活用ができていない。
（６）体験キットは、ハンズオン展示資料であるため、

経年劣化が目立ってきた。
　これら、ふれあい体験室における課題解決に向け
た取組として、2 カ年計画（表１）でふれあい体験室（施
設）と体験キット（ハンズオン展示資料）の改善を目
指すこととした。
 

３　ふれあい体験室機能強化事業
■平成 26 年度の取組み
　平成 26 年度は、ふれあい体験室展示造作に関する
こととして、サイン製作及び設置、外国語表記、点字
翻訳作業を行う。また、体験キットに関することとして、

先進地調査、新キットの基本設計・製作を行う（表 2）。

 

（１）ふれあい体験室（施設）の現状
　機能強化を進めるにあたり、ふれあい体験室の現
状把握として、来館者へのアンケートを実施した。ア
ンケートは、ふれあい体験室への来室者と非来室者
に分け実施した。内容として、ふれあい体験室（施設）
に関することと体験キット（ハンズオン展示資料）に
かんすることの項目を設けた。
　ふれあい体験室（施設）に関するアンケートの結果
から、常設展示室正面という設置場所の有効性（図
−1，図−3）はうかがえるが、ふれあい体験室（施設）
が誰でも利用できる無料の施設（図−2）であること
が浸透していないことがわかる。
　また、ふれあい体験室施設名称の認知不足（図−
4）、何を目的とした施設であるかの認知不足が課題と
して見えてきた。

表１　平成 26 年度～平成 27 年度行程表
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表 2　平成 26 年度　実施方法

－ 102 －



①ふれあい体験室への来室者アンケート
　ふれあい体験室への来室者　46 組（124 名）
 

 

②ふれあい体験室への非来室者アンケート
　体験室非来室者　41 組（193 名）

 

 

　初めて来館する国内・国外からの来館者へもわか
りやすい施設とするため、これらの課題（2- ⑴～⑹
ふれあい体験室（施設）に関するアンケート）の解消
にむけて、ファサードの在り方、施設サインの在り方、
案内サインの在り方、室内サインの在り方、外国人来
館者対応の体験キットの利用方法の改善を図ることと
した。

（２）ふれあい体験室展示造作
　ファサードを検討するにあたり、ガラス面の有効性
を活かすことに留意した。また、子どもから大人まで
を対象とし、興味を引き入りやすいこと。ふれあい体
験室（施設）を、常設展の隣にある木陰をイメージし、
誰もが入りやすい優しい雰囲気で来館者を迎える場を
醸し出すようにすることとした。ガラス面グラフィック
サインは、子どもや親子が興味を引き入りやすいよう
に、子どもをモチーフにしたイラストを配した（写真 1）。
室内名サインはふれあい体験室の木陰をイメージする
ことから緑色を使い、ポップな動きで活動を表現した

（写真 2）。室内吊り下げサインは、染料に使用される
フクギの葉をモチーフにした（写真 3）。インフォメー
ションサインは、子どもにも読めるよう目線の高さを考
慮した（写真 4）。
　施設案内サインは、英語、中国語（簡体・繁体）、
韓国語、スペイン語を表記した（写真 5）。また、ハ
ンズオン展示資料としての体験キットの使い方など
国内・国外からの来館者が短い時間で理解し、体
験キットに触れる、使ってみる等ができるよう方法を
検討した。演示具分類サインを ICT 対応にし、AR

図 -1 場所は分かりやすい／入りやすい

※沖縄県立博物館・美術館「ふれあい体験室機能強化事業報告書」一部

図 -2 入室無料であることを知っていますか

※沖縄県立博物館・美術館「ふれあい体験室機能強化事業報告書」一部

図 -3「ふれあい体験室」（存在）を知っていますか

※沖縄県立博物館・美術館「ふれあい体験室機能強化事業報告書」一部

図 -4「ふれあい体験室」（名称）を知っていますか

※沖縄県立博物館・美術館「ふれあい体験室機能強化事業報告書」一部
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写真 3　室内吊り下げサイン

写真 2　室内名サイン

写真４　インフォメーションサイン

写真 5　施設案内サイン 写真 6　ターゲットアイコン

写真1　ガラス面グラフィックサイン
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（Angmented Reality）拡張現実と呼ばれる方法を導
入した。これは、コンピューターを利用して、現実の
風景に情報を重ね合わせて表示する技術である。ター
ゲットアイコン（写真 6、7）に、タブレット（写真 8）
をかざすと反応し、体験キットの使い方が表示される。
タブレットは、日本語、英語、中国語（簡体・繁体）、
韓国語、スペイン語の5カ国語に対応できる。ユニバー
サルデザイン対応として、点字解説シートの作成を行っ
た（写真 9）。
　造作に関するデザイン、素材、耐久性、安全性、
内容については、博物館班会議での検討、委託業
者担当との複数回におよぶ検討を重ね選定し製作に
至った。

（３）体験キット（ハンズオン展示資料）の現状　　
　ハンズオン展示資料としての体験キットは、来室者
が直接展示物にふれることができ、沖縄の自然・歴史・
文化を身近に感じることができる。体験キット（ハン
ズオン展示資料）に関するアンケート結果から、体験
キット（ハンズオン展示資料）が子どもから大人まで
多くの来室者（図− 5）に親しまれていることがわかる。
これは、新館開館当初目指した、博物館資料にふれ
ることを通して、より身近に博物館を感じてもらうこと
につながっている。

 

　27 件ある体験キットの中で、人気がある上位 3 キッ
トNo27、No20、No13 は、操作性があり分かりやす
い、遊びながら学べることや知る事が多い、複数で
取り組む楽しさがあるなどの特徴があげられる。人気
の体験キットには、リピーターも多いが、反面、操作
性や利用方法が難しく、年代によっては倦厭されてい

図 -５来室者年齢

※沖縄県立博物館・美術館「ふれあい体験室機能強化事業報告書」一部

写真７　吊り下げターゲットアイコン

写真８　演示具分類サイン（ICT 対応）

写真 9　点字シート
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る体験キットもある（図− 6）。　　　　　　
　また、県外からの修学旅行等の事前学習で体験キッ
トを活用したい場合など、現状の体験キット（ハンズ
オン展示資料）では、運搬面等から考えて、アウトリー
チには不向きである。それは、当初のハンズオン展
示資料製作においては、アウトリーチを想定していな
かったためである。
　そこで、新体験キットの開発では、アウトリーチで
活用ができること、操作性の難易度を考慮すること、
ユニバーサルデザインを取り入れることを念頭に置き
すすめることとした。
　平成 26 年度は、先進地視察調査、新体験キット（ハ
ンズオン資料）の基本設計・製作を行った。

　（４）新体験キットの基本方針
　新体験キットの開発には、体験キットのアイディア
から、本製作まで分野担当学芸員が携わりながら進

めることとし、6 つの基本方針のもと開発から製作ま
で、2 カ年計画で取組みにあたった。
　新体験キット製作の基本方針。

①体験や交流を通して、来館者に発見や感動の喜
びを提供できるものとする。

②常設展示室で扱う沖縄の自然、考古、歴史、美
術工芸及び民俗などの展示内容を補足するものと
する。

③沖縄の歴史、文化に深い関わりを持つ、中国を
はじめアジア太平洋地域に関係する体験キットを
視野に入れたものとする。

④特別展や企画展の開催期間中は、展示会と関連
するような体験キットを検討する。

⑤季節ごとに体験キットの入れ替えができるように
メニューを検討する。

⑥障害者、高齢者、子どもなど ｢誰にもやさしい｣
体験キットを検討する。

　（５）新体験キット開発の流れ
　  6 月　新体験キットのアイディア作成
　  ７月～  8 月　新体験キット案収集
 　 9 月～ 10 月　新体験キット案の基本設計
　 11 月～ 12月　先進地視察調査
　  1 月～ 2 月　学芸員ヒアリング
　  2 月～ 3 月　基本設計・サンプル製作

　（６）先進地視察調査
　視察場所として、山口県萩市立萩博物館、北九州
市いのちのたび博物館、九州国立博物館、福岡市立
博物館、滋賀県立琵琶湖博物館、三重総合博物館、
大阪市自然史博物館を視察した。
　萩博物館では、萩なんでも BOX について話しを伺
うことができた。完成までに要した期日は、約 1 年間。
キット開発にあたっては、小学校長に関わってもらい、
授業でのモニタリング等が行われた。
　北九州市いのちのたび博物館では、学校連携の内
容やキットの貸出について話しを伺うことができた。
化石レプリカづくり等体験学習を旅行社と調整し修学
旅行の行程に位置づけている。
　九州国立博物館では、教育普及貸出キットのきゅう
ぱっくと体験エリアのあじっぱについて話しを伺うこと
ができた。きゅうぱっくについては、九博のコンテン

図 -６楽しかった体験キット（複数回答）

※沖縄県立博物館・美術館「ふれあい体験室機能強化事業報告書」一部
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ツをベースに開発された学習ツールで、貸出数も多い。
授業に活用できるよう工夫がなされていた。あじっぱ
は、子どもが初めて博物館に出会う場所、親子が楽
しめるように展示内容やデザインに工夫がなされてい
た。
　福岡市立博物館では、AR 技術を施した展示がさ
れていた。展示物にタブレット端末をかざすと内容が
わかるようになっていた。
  琵琶湖博物館では、体験施設ディスカバリールーム
について、話しを伺うことができた。ディスカバリールー
ムでは、ザリガニになってエサを捕ったり、昔の台所
の道具を使ったりなど、子どもが遊び（体験）ながら
学べる施設の工夫がされていた。ディスカバリー BOX
は約 20 個あり、学芸員が製作監修しているが、なか
には交流員のアイディアを取り入れたものもある。また、
学芸員実習にて BOX を作ってもらい、アイディアを
活用しているものもある。アウトリーチは、環境学習
に関するものが多い。
　三重総合博物館は、展示エリア、交流創造エリア、
ミュージアムフィールドの３エリアで構成されている。
交流創造エリアにこども体験展示室が設置されてい
る。坂道を登ったり、トンネルをくぐったりしながら、
三重の身近な不思議を発見するきっかけを育てる工夫
がされていた。体験室面積は、当館のおよそ２倍。な
にこれボックスは、現在７つあり、開発に学芸員が関
わっている。
　大阪市自然史博物館では、ホネのキット開発、
ボーリング標本を活用した授業、幼・小学校向け紙
芝居などアウトリーチの取組として工夫されたキットに
ついて色々伺うことができた。特に学校連携の取組
は非常に参考となった。
　先進地視察調査は、ハンズオン資料の開発やアウ
トリーチでのハンズオン資料製作に活かす事ができ
た。また、ふれあい体験室（施設）ファサード改善に
も繋げることができた。　

　（７）新体験キット基本設計
　新体験キット案として、学芸員から出された 17 案と
玉手箱（沖縄の歴史系・自然史系）の基本設計が作
成され、学芸員案を基に 8 キットのサンプルを製作（図
7 ～図 14）した。

■平成 27 年度の取組み
　平成 27 年度は、体験キット（ハンズオン展示資料）
の実施設計及び製作を行う。実施設計及び製作につ
いては、平成 26 年度製作の体験キット基本設計図書

（19 件）に準拠することとした。
　体験キット完成を 3 月としているため、ここでは、
11 月時点までの取り組みを紹介する。

　（１）体験キット製作基本方針
　製作物の仕様について 

　①常設展示室で扱う沖縄の自然、人類、考古、
歴史、美術工芸及び民俗などの展示内容を補
足するものとする。（対象：小学３年生以上）

　②沖縄の歴史、文化に深い関わりを持つ、中国

図 -９サンプル No3

図 -７サンプル No1

図 -13 サンプル No7

図 -11 サンプル No5

図 -10 サンプル No4

図 -８サンプル No2

図 -14 サンプル No8

図 -12 サンプル No6
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をはじめアジア太平洋地域に関係する体験キッ
トを視野に入れたものとする。

　③小中学生対象とする玉手箱（自然史系、人文系）
を製作する。　　

※玉手箱内容については、各分野学芸員と調整する。

　活用方法について
　①県内外へのアウトリーチを想定した体験キット

とする。
　②障害者、高齢者、子ども、外国人など誰にも

やさしいユニバーサルデザインを取り入れた体
験キットとする。

　キット数について
　①１０キット×２セット
　②玉手箱

　平成 27 年度体験キット製作基本方針をふまえ、平
成 26 年度製作の体験キット基本設計図書 19 件から
10 件を選定した。
10 件の体験キット選定にあたっては、博物館班会議、
各分野担当学芸員、委託業者担当と検討を重ねて行っ
た。

　（２）新体験キット実施設計・製作の流れ
　　 8 月　平成 27 年度体験キット基本方針確認
　　 9 月　実施設計に向け学芸員ヒアリング
     10 月　試作品製作
     11 月　試作品モニタリング
　　　　　小学校 2 校にて実施
     12 月　モニタリングアンケートから改善点
　　　　　抽出、学芸員ヒアリング
　　 1 月～ 2 月　実施設計の製作
　　 3 月　体験キット完成
　9 月の学芸員ヒアリングでは、キットのねらい、内容、
体験方法、キット構成、素材などの確認をおこない、
10 月は、10 キットの試作品製作（図 18 ～図 27）へ
と入った。11 月には、試作品でのモニタリング調査を
実施した。

　（３）モニタリング
　ふれあい体験室体験キットモニタリングに向け
実施要項（資料１）を作成し、那覇市と浦添市の
2 小学校でモニタリング調査を実施することがで
きた。

図 -17生態系

図 -15 岩石

図 -21 昔話

図 -19 チュンジー

図 -18 サンゴとカッチュウソウ

図 -16 化石

図 -22 三線

図 -20 織り

図 -23 仁王像 図 -24 万国津梁の鐘
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　事前打合せでは、博物館事業の概要を説明し、体
験キット開発において、製作基準となる小学校 3 年
生の児童に試作品を体験してもらい、各体験キットの
安全性、耐久性、操作性、理解度等を観察・調査し、
本製作の参考とすることを確認した。モニタリング調
査当日は、学校側の協力がありスムーズにモニタリン
グ調査を実施（写真 10.11.12.13.14）することができた。

Ｃ 

沖縄県立博物館・美術館

ふれあい体験室 体験キットモニタリング実施要項

１．目的

ふれあい体験室の体験キット開発において、製作基準となる小学校 年生の児童に試作

品を体験してもらい、各体験キットの安全性、耐久性、操作性、理解度等を観察・調査

し、本製作の参考とする。

２．対象、日時、場所

・対象 ・・・小学校３年生

・実施期間・・・ 月内で実施

・時間 ・・・学校側可能な時間設定で依頼する。

・場所・・・学校側可能な場所で依頼する。

３．モニタリング対象体験キット

試作キット ・・・ 約 10 点  

４．モニタリングの方法

① 体験キットを グループに分け、児童も グループに分ける。

② 体験キット グループに対し、児童 グループが試用する。

③ 試用時間は約 ～ 分程とする。

④ 児童は、 人 キットの体験キットを試用する。

⑤ 試用後は、各児童にアンケート用紙に記入してもらう。

授業 はじめ 職員等紹介 分

移動 Ａ～Ｅグループ 分

モニタリング開始【 グループ→ キットの体験】

担当者解説 分

児童によるモニタリング 分

担当者解説 分

児童によるモニタリング 分

おわり アンケート記入 分

５．アンケートの方法

・児童向けアンケート

・教職員向けアンケート

Ｄ 

Ｅ Ｂ 

Ａ 

写真10　岩石と化石モニタリング

写真11 サンゴとカッチュウソウのモニタリング

写真14 万国津梁の鐘モニタリング

写真12 生態系のモニタリング

写真13 チュンジーのモニタリング

資料1
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　モニタリング調査では、児童アンケート（資料 2-1、
資料 2-2）、教師アンケート・関係者アンケート（資料
2-3）から、子どもたちが、実際にどれくらい体験キッ
トを理解できているか、キットの操作性はどうか、安
全面性、耐久性はどうかなど確認することができた。
また、アウトリーチでの活用に適しているかなどを知
る手だてとなった。
　モニタリング調査実施後、体験キットの本製作に向
け、モニタリング調査での課題点について、各担当学
芸員と試作品の見直しを行い、改善点を整理し本製
作実施に繫げることができた。

おわりに
　平成 26 年度から平成 27 年度の 2 年間、ふれあい
体験室機能強化に取り組み、施設の機能強化、新体
験キットの開発を実施することができた。施設の機能
強化では、ファサードデザインをはじめ、施設室名サ
イン、室内吊り下げサイン、施設案内サインを製作し、
演示具（体験キット）分類にＡＲを導入するなどし、
これまでの課題点改善を図ることができた。
　新体験キットの開発は本稿では、11 月時点までの
取り組みを紹介したが、3 月には新体験キットが完成
する。学芸員が体験キット（ハンズオン展示資料）の
アイディア案を出し、それを基に基本設計・実施製作
まで関わった新体験キット（ハンズオン展示資料）を
多くの児童・生徒に活用してもらいたい。
　今後の方向として、体験キットのアウトリーチに向
け、情報発信・普及の広報活動の工夫強化が出来れ
ばと考える。また、ふれあい体験室（施設）は、無
料の施設であり、いつ来館しても気軽に立ち寄れるこ
と、体験キット ( ハンズオン展示資料 ) は、自由に活
用できることを広報し、子どもたちが沖縄を知る施設・
資料として、県民をはじめ多くの方に利用・活用をし
ていただきたい。　　
　最後に、本事業を実施するにあたり、協力を頂いた、
山口県萩市立萩博物館、北九州市いのちのたび博物
館、九州国立博物館、福岡市立博物館、滋賀県立
琵琶湖博物館、三重総合博物館、大阪市自然史博
物館、那覇市立曙小学校、浦添市立浦城小学校、トー
タルメディア開発研究所のご担当者各位に心より感謝
申し上げます。
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9 ウチナーの昔話
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Ｄ
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キットについてのアンケート用紙
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6 三線のかたち

体験キット名称
た い け ん め い し ょ う

1 サンゴとカッチュウソウの深～い仲

岩石薄片観察
が ん せ き は く へ ん か ん さ つ

化石組み立て体験
かせきくみ　　　た　　たいけん

　　　　　　　　　体験キットモニタリング

せ い た い け い

2 コロコロからくり生態系

衣
こ ろも

からわかること～琉球
りゅうき ゅう

絣
か すり

～

☆ それぞれの体験キットで遊んでみてわかったことや感じたことなど書いて下さい。

Ｄ
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ころも

からわかること～琉球
りゅうきゅう

絣
かすり

～

三線
さ ん し ん

のかたち

 1 サンゴとカッチュウソウの 深～い仲

2 コロコロからくり生態系
せ い た い け い

岩石薄片観察
が ん せ き は く へ ん か ん さ つ

 4 化石組み立て体験
        か  せき  く                 たいけん モ
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仁王
に お う

像
ぞ う

万国
ば ん こ く

津梁
しんりょう

の鐘
か ね

Ｅ

9 ウチナーの昔話

10 チュンジー

評　価

キットの扱い方はどうか（操作が容易か、丁寧に扱うか 等）

仕様はどうか（大きさ、かたち 等）

安全性はどうか *本仕様を考慮して

耐久性はどうか *本仕様を考慮して

① サンゴとカッチュウソウの深～い仲（試作品）

　　テーマ（ねらい）：沖縄の海を育むサンゴとカッチュウソウの共生を学ぶ

テーマ（ねらい）を理解しているか

　　☆ 特記事項（子ども達への“声かけ”や“手助け”について課題があれば。）

モニタリング課題チェックリスト
◎…良い　　○…まぁまぁ　　△…もう少し

質　　　問 備　　　考

アウトリーチ（貸出）教材としてどうか *本仕様を考慮して

所属：　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　

意図通りに操作しているか（サンゴとカッチュウソウの関係を
理解し、玉を増やしたり減らしたりできるか。）

資料 2-1

資料 2-2

資料 2-2
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